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─黙って掃除を行う指導に注目して─
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1 ．研究の背景と目的
⑴　日本文化，仏教と清掃
　我が国では，年末の「すす払い」などが年中行事
として守り継がれており1），剣道，茶道などの武術
や稽古事の稽古の前後には，稽古場の清掃が重んじ
られる。社員教育に清掃を取り入れる企業もみられ
る2），スタジアムで清掃をする日本人や，球場のご
みを拾う日本人野球選手の行動が世界的に注目され
た3）4）。
　また，禅宗では，日々の掃除に真剣に取り組むこ
とは，どんな修行にもまさる「一掃除二信心」との
教えがある。「人が嫌がるところ」や「人から見え
ないところ」こそ，自分の心が映ると考えて掃除を
続けると掃除に限らずあらゆる行動にその心がけが
表れると言われ，禅寺では雑巾がけを基本に毎朝掃
除が行われる5）。
　「心を磨く」といった表現により掃除と精神性を
結び付ける風潮は，仏教を起源とする我が国特有の
文化であり，学校清掃との関連が考えられる。
⑵　学校清掃の歴史
　寺子屋の掟書，また大正期に全国の寺子屋に在籍
した経験を持つものを対象とした調査から，一部で
寺子による掃除が行われていたことが明らかとなっ
た6）。
　明治 6 年文部省の指図に従って東京師範学校が作
成した「小学校教師の心得」には，学校を清潔に保
つのは教師の義務とされていたが，就学児童の拡大

と，それに見合う清掃要員を雇用しえない学校財政
の貧困さにより学校清掃が始まったと言われている7）。
明治中期からは感染症の蔓延から「学校衛生」の重
要性が高まり，学校清掃に影響を及ぼした8）。明治
39年に出された「学校清潔法」に関する文部次官通
牒には，学校現場では児童・生徒が掃除をすること
が前提として述べられていた。そのような中，大正
2 年，香川県知事が自身の娘の小学校入学直前に児
童による学校清掃を禁止したことをきっかけに，児
童に学校掃除をさせることの是非が新聞や教育雑誌
を舞台に議論された。学校側は「勤労の精神や訓
練」という面において児童による掃除は教育効果が
あるとした一方，医師会は衛生面重視により反対し
た。掃除夫を雇う経費負担という背景もあったとさ
れる9）。
　昭和33年の小・中学校学習指導要領の「総則」お
よび「道徳」は「教室内外の整とんや美化」「身の
まわりを整理・整とん，環境の美化」に言及したが，

「児童生徒による学校清掃」の明確な位置づけはな
かった10）。
⑶　学校清掃の学習指導要領への位置づけ
　教育的位置づけがなかった児童生徒による学校清
掃が，学習指導要領に明示されたのは平成20年のこ
とである。平成元年告示小学校学習指導要領「特別
活動」 4 領域の 1 つ，「学級活動」に含まれる「日
常の生活や学習への適応及び健康安全」は 6 項目
だったが，平成20年には「清掃などの当番活動等の

児童生徒が行う学校清掃は戦前から継続して行われているが，小学校学習指導要領に位置づけられたのは平成20年以
降，中・高等学校では位置づけがない。学校清掃への批判は，「無言清掃」がマスコミで多く取り上げられるように
なってからより広がりをみせている。そこで本研究では，無言清掃の現状と課題を明らかにするために，小・中学校
5 校への訪問調査を行った。全国の多くの小・中学校が実施しているが，一括りに「無言清掃」として論ずることの
できない多様な実践が見られることが分かった。今回の調査では，歴史的に継続して実施している例，「自問教育」
という理念に基づいて実践する例，学校の「荒れ」解決のため取り入れた例が見られ，一定の効果を得ていることが
うかがわれたが，いずれも教師の負担が大きいことが明らかになった。
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役割と働くことの意義の理解」の 1 項目が加えられ
7 項目となった11）。平成29年告示の学習指導要領で
は，「一人一人のキャリア形成と自己実現」の「社
会参画意識の醸成や働くことの意義の理解」として，

「清掃などの当番活動や係活動等の自己の役割を自
覚して協働することの意義を理解し，社会の一員と
して役割を果たすために必要となることについて主
体的に考えて行動すること。」との記述が見られる12）。
　小学校学習指導要領解説特別活動編において清掃
活動は，キャリア教育だけではなく，児童会活動に
おける委員会活動（環境美化），学校行事における
勤労生産・奉仕的行事の活動例（校内美化活動，地
域社会の清掃活動，公共施設等の清掃活動）として
挙げられている13）。
　中・高等学校でも学校清掃が日常化しているが，
学習指導要領には明記されていない。しかし，文科
省が作成した「学校環境衛生管理マニュアル」の

「大掃除」の項目には，「清掃については，児童生徒
等により日常的に行われるものであるが，定期的に
大掃除を行い，日常できない部分まで清掃を行う。」

（下線は筆者による）とあり，児童・生徒による学
校清掃を自明のこととしている14）。また，学校清掃
を教育の主眼とする小・中学校は少なくなく，福岡
市教育委員会は，「福岡スタンダード」 3 本柱の第
1 の柱として「生活習慣の柱：あいさつ・掃除」を
挙げている15）。
⑷　学校清掃と生徒指導，生活指導
　学校清掃が学習指導要領に位置付けられた平成20
年前後には，学級経営のノウハウの中に学校清掃を
取り上げた著書が多く出版された。また，清掃の指
導により学校の荒れに対応したことを語る著者は，
年代に関係なくみられる。例えば，山広康子による

『やればできるんよ・女性校長・学校改革1000日』16）

や，掃除の指導により広島県の少年非行や学校の
「荒れ」がおさまった実録が報告されている17）18）。
　学校を変えて学びの効果を上げるためには「教室，
学校全体を生徒にとってもっと居心地の良い空間」
にすることが重要であり，自分たちの教室を「学び
やすく，生活しやすく，美しく」することは「クラ
スづくりの極意」の一つとされる19）20）。生活指導を
長年経験した吉田順は「ゴミは荒れとともにやって
きて，荒れとともに去った」「教室をきれいにして
おく指導ができる人の学級は，落ち着いた環境をつ
くれて荒れにくい」と述べている21）22）。
　福井県の学力が高く保たれている要因の一つとし
て，無言清掃により学校の規律が守られていること
を挙げる例がある23）。また，福井県の中学校への取
材では，教育効果の要因は無言清掃を含む「礼の心
の育成」以外によるものもあるとしながらも，「（清

掃による）生徒たちの心の育ちが強く感じられた。」
と報告されている24）。
⑸　学校清掃への批判
　前項から，学校清掃の生徒指導への効果がうかが
われるが，児童生徒が行う学校清掃に対し，清掃を

「苦役」とする見方，また衛生面からの批判は第 2
次世界大戦後も続いた。掃除を卑しいものととらえ
る掃除観，学校は学習の場という学校観や合理主義，
また，雇用確保などの理由から，欧米の学校では，
児童生徒自らが学校を清掃する例が見られないこと
が，学校清掃への批判の要因と考えられる25）26）。
　現在，再び学校清掃へ批判が向けられている。規
律を重んじる児童・生徒への管理教育であり，清掃
活動を「心を磨く」といった言葉にすり替えて，労働
を児童・生徒に強制しているといった意見である27）。
憲法学者の木村草太は対談の中で，学校掃除が「苦
役からの自由」（憲法18条）」に反する恐れがあると
述べている28）。また，「無言清掃」がマスメディア
でとりあげるようになってから，学校清掃への批判
はさらに広がりを見せている29）30）。「客観的には「無
言清掃」の教育的効果など，論じるに値しないばか
ばかしい話」であり，地域への広がりは「従順な地
方を育てる」との見方がある31）。また，無言で学校
清掃を行うことは「コミュニケーションの機会を奪
う」との批判もある32）。
⑹　家庭科・家事科における清掃に関する教育
　小学校学習指導要領において，「学校清掃」とと
もに，「清掃」を内容に含むのが家庭科である。平
成29年告示小学校学習指導要領において，「家庭」
の内容「Ｂ衣食住の生活」には「住まいの整理・整
頓や清掃の仕方を考え，快適な住まい方を工夫する
こと。」とされている33）。同解説家庭編には，「住ま
いの清掃の仕方については，児童が日常よく使う場
所を取り上げる。学校や家庭での体験を基に清掃に
ついて見直し（後略）」と述べられている34）。
　第 2 次世界大戦前の高等女学校家事科検定教科書
を分析した研究では，対象とした49種中47種に掃除
に関する記述があり，掃除は「家屋の保存上」「衛
生上」「児童，子女の教育上」「修養上」「健全な家
風を保つ」ために重要との記述が見られた。掃除と
精神性を結びつける内容が，特に戦時体制下では強
調されることが明らかになった35）。
⑺　研究の目的
　以上，清掃は仏教において修行の一部とみなされ，
自身の身の回りを自身で清掃し綺麗にすることは日
本の文化ともいえる。学校でも児童生徒による清掃
が行われ，小学校教育には家庭の清掃に関する内容
も含まれている。しかし，管理教育や児童労働の観
点から，学校の児童生徒による清掃，特に黙って行
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う清掃を指導する「無言清掃」に注目した批判が広
がっている。今後，学校清掃をどのように扱ってい
くのか，詳しく検討する必要があるだろう。そこで
本研究では，黙って掃除を行う指導を実践する学校
を訪問調査し，無言清掃の現状と課題を明らかにす
ることを目的とする。

2 ．研究方法
　本研究では，2020年 2 月～ 3 月に，小学校 2 校，
中学校 3 校を訪問し，児童生徒，教師による学校清
掃を視察，校長，教頭，清掃担当，生活指導担当教
師に対し聞き取り調査を行った。
⑴　愛媛県宇和島市立Ａ小学校
　2020年 2 月27日に訪問，学校長に聞き取り調査を
行った後，清掃の様子を視察，清掃担当の教師に聞
き取り調査を行った。当校は教員数約30名，児童数
約450名規模の学校である。
⑵　愛媛県北宇和郡鬼北町立Ｂ小学校
　2020年 2 月28日に訪問，学校長に聞き取り調査を
行った後，清掃の様子を視察，清掃担当の教師に聞
き取り調査を行った。当校は教員数約20名，児童数
約240名規模の学校である。
　宇和島市の小学校 2 校を訪問したのは，愛媛県出
身の学生から，愛媛県では伝統的に多くの小・中学
校が無言清掃を行っているとの情報を得たためであ
る。宇和島で小学校教師をする 2 名の卒業生に尋ね
たところ，両者とも勤務校が無言清掃を実践してい
るとのことであったので，訪問調査を依頼した。
⑶　長野県北安曇野郡池田町立Ｃ中学校
　2020年 2 月20日に訪問，教頭先生に「自問教育」

「自問清掃」に関する聞き取り調査を行った。当校
では自問清掃は実践されていないが，無言清掃の実
践を進める「自問教育の会」の本部であり，教頭が
その事務局を担当していたため，調査を依頼した。
⑷　長野県松本市立Ｄ中学校
　2020年 2 月21日に訪問，清掃担当教員に聞き取り
調査を行った後，清掃の様子を視察した。「自問教
育の会」事務局である上記 C 中学校の教頭から紹
介され，学校訪問が実現した。
　Ｄ中学校は教員数約30名，生徒数約330名規模の
学校である。後述のように，教育の柱に「自問教
育」を据えており，これまで「全国自問教育の会」
の会場校となるなど，自問清掃の視察を受け入れて
いる学校である。
⑸　福岡市立Ｅ中学校
　2020年 3 月 3 日に訪問，清掃担当の教師，生活指
導担当教師に聞き取り調査を行った。Ｅ中学校は教
員数約35名，生徒数440名規模の学校である。訪問
当日は既に新型コロナ感染拡大による休校中で生徒

が登校していなかったため，始業前に行われていた
教師による学校清掃を視察した。当校は新聞記事に
生徒の清掃の様子が紹介されていたため，調査を依
頼した36）。

3 ．研究結果
⑴　無言清掃を行う小・中学校
　全国の多くの小・中学校の HP の学校案内には，
無言で行う学校清掃の取り組みが紹介されている。
小学校では「もくもく掃除」との名称が多いほか，

「サイレント掃除」との呼び名も使われている。
　例えば，学校 HP に公開されている岐阜県多治見
市立小学校の令和 3 年 1 月の校長による学校報には

「“もくもく掃除”を活動の四本柱に位置づけて，伝
統化しようと取り組んでいます。」とある。「「掃除
で心は育つ」のか？「掃除が変わると学校は変わ
る」ものなのか？」という前述のような無言清掃へ
の批判の問いに対して，「集中力がついた。」「進ん
でゴミを拾い，環境をきれいにしていく人（になり
たい）。」など， 5 ， 6 年生によるキャリア教育ポー
トフォリオの記述を用いて答えている37）。
⑵　宇和島市立A小学校の学校清掃
1）Ａ小学校校長先生への聞き取り調査
　校長によると，昭和50（1975）年前後の自身が中
学生だった際も，しゃべっているということは清掃
をしていないことで叱られたので，中学生のころか
ら清掃は「静」のイメージを持ち続けている。
　子どもたちにはそれほど強く指導はしていないが，
何度も繰り返して言っている。清掃担当の先生が，
場所により道具を工夫するなどして指導を行ってい
る。
　保護者の学校清掃への反応は，クレームもほめる
ことばはない，おそらく地元の人が多いので，自分
自身もこのような清掃を実践してきたから当たり前
のことと捉えているのであろう，とのことであった。
2 ）Ａ小学校における無言清掃の実践
　給食の時間終了後の13時55分に予鈴があり，児童
は各集合場所に移動，20分から清掃が開始され，15
分間清掃を行っていた。児童は，教室では机を移動
させ，膝をついて大変丁寧に床の雑巾がけを行って
いた。清掃終了後はグループごとに反省会が行われ
ていた。昇降口など汚れやすい場所も清掃が行き届
き大変綺麗であった（写真 1 ）。
　清掃担当教師によると， 1 年から 6 年生までの縦
割りのグループ編成を掃除担当の教師が行う，担当
場所，担当グループは掃除担当の教員が学年初めに
決定し，担当場所は学期ごとにローテーションして
いる， 1 年生は最初に雑巾の絞り方，雑巾がけの方
法などを指導し，清掃後は毎日反省会を行う，との
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ことであった。
　毎年作成される教師向けの学校清掃についての説
明書「清掃活動について」には，目標（清掃始動を
通し，生徒指導の充実を図る。美しく清潔な学校を
作るため，協力して作業を行う喜びを体得させ，責
任・奉仕・勤労を尊重する態度を養う）のほか，活
動計画，清掃始動の原則，清掃の仕方，ごみの処理
の 5 項目について，各場所の清掃用具と清掃方法，
教師の担当場所，雑巾の取り替えのタイミング等ま
で，大変詳細に説明されていた。 2 か月に一度清掃
班長会が開かれ，日々の清掃の評価に従って，班長
が「おそうじ名人」を決定していた。児童への説明
書には，おそうじ名人の目安は，①掃除場所に遅れ
ずにくる，②無駄なおしゃべりをしない，③自分の
分担をきちんと行う，④時間いっぱい清掃をする，
⑤後片づけをきちんとする。低学年は「自分の役割
をきちんと果たす」，中学年は「自分の分担と気づ
いたところをする」，高学年は「自分の分担と全体
を見て不十分なところもする」とあった。また，
2020年 1 月26日発行のジュニアえひめ新聞でＡ小学
校 4 年生による「空っ風雑巾がけはあと10回」とい
う俳句が「はなまるキッズ」に選ばれていた（選
者：夏井いつき）。
⑶　鬼北町立Ｂ小学校の学校清掃
1）Ｂ小学校校長先生への聞き取り調査
　校長によると，Ｂ小学校では取り立てて「無言」
で行う指導はしておらず，無言清掃を意識していな
いが，学校清掃中は学校が静かになり，子どもたち
はしゃべらずに清掃に取り組んでいる。清掃活動が
静かなのは伝統であり，言われたことは（自分たち
でルールを）決めて行う，聞き分けのよい子どもた
ちであるので，無言で実践ことが良いことだという
思い，無言で清掃している，とのことであった。
2 ）Ｂ小学校における無言清掃の実践
　清掃担当教師によると，Ｂ小学校では清掃すると
きにわかりやすく覚えやすい頭文字をとった清掃方
針，清掃目標を決めている。「ちゃぼすしか」

（ちゃ：チャイムで動く，ぼ：赤白帽，す：素早く
動く，し：静かに，か：片づけしっかり），「さしす

せそ」（さ：さっさ　ととりかかる，し：しゃべら
ず　しずかに　する，す：すばやく　てきぱき　う
ごく，せ：せいりせいとん　あとしまつをする，
そ：そうじは　すみずみ　ピカピカにする）である。
しゃべらずに清掃をするが，お客さんにはいい声を
出して挨拶をするように指導している。
　 1 か月に 1 回班長会が行われ，メンバーと班長は
1 年，担当場所は 1 か月ごとにローテーションする。
班長がメンバーの毎日の掃除の様子を確認し，掃除
担当の先生の賞の推薦をする。賞の 1 回目は小さい
シール，いつもシールをもらっている人は学期ごと
に中ぐらいのシール，学期ごとのシールをもらった
人は 1 年で大きなシール（鬼北町のシール）がご褒
美にもらえる，とのことであった。
　毎日の一人一人の児童の清掃の評価を「さしすせ
そ」の 5 項目ごとにチェックしする「そうじがんば
り表」が月ごとに準備されていた。班長は月ごとに
反省を記入，清掃担当の先生の確認を受け，反省が
行われていた。訪問当日班長会が行われていた（写
真 2 ）毎日の清掃に加えて大掃除も行われていた。

⑷　自問教育による無言清掃
1）自問清掃について
　自問清掃は，長野県の教育者である竹内隆夫が最
後の勤務校となった中野市立高社中学校において，
校長として，1974年度から 2 年間にわたって全校規
模で実践した独自な清掃指導の理論である。その後
各地に広がり，1992年竹内が応募した「自問教育の
すすめ」は第41回読売教育賞において，児童・生徒
指導部門の最優秀賞を受賞した38）39）。自問清掃では，
清掃は心を磨く時間と考え，教師は「指示・命令・
注意をしない」「褒めない，叱らない，比べない」，
また，生徒は「心が整わないときは働くことをやめ
て休んでよい」ことを指導方針としている。教師の
側からの圧力（指示・命令）を一切排除し，自発性
の発露を待ち続け，清掃作業は意志力などを高める
ための手段と位置付けている。終始自発性をよりど
ころとすると，「がまん」と「やる気」が育ち，や
がて人の心を汲み取る力，所属感，感謝の心，正直

写真 1　A小学校の廊下清掃の様子

写真 2　B小学校2020年 2 月の掃除班長会の様子
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な心が充実する。黙働を約束事として導入するので
はなく，自発的に迷惑行為を慎む者が次第に多くな
り，その結果としておのずから静かな清掃の姿が出
現する，としている40）41）42）。
2 ）自問教育の会
　自問教育の会の事務局長はC中学校教頭であるが，
Ｃ中学校は自問教育を実践していない。
　事務局長によると，同会は現在120名くらいに通
知を出している。今年度（2019年度）の大会の参加
者は47名，長野県の他は，宮崎，山口，岡山，愛知，
静岡，石川，栃木等からの参加であった。昭和50

（1975）年にスタートし，2005年に出版された平田
治による自問清掃に関する著書である『子どもが輝
く「魔法の掃除」』の反響が大きく，全国から実践
校に視察が相次いだ43）。事務局長は，自問教育に新
たに取り組む教職員を対象に，職員研修を行ってい
る。現在は指導者の育成が難しく，長野県でも実践
していない学校が多い，とのことであった。
　事務局長により提供された「卒業目前・今までの
自問を振り返って」との生徒の文章には，自問活動
により成長した自分の姿を振り返る内容が記されて
いた。以下に一部を紹介する。「（前略）自問を続け
てきて一番私に身についた“力”と言えばやっぱり

“気づきの力”だと思います。（中略）自問を始めた
当初は，一般的な仕事しかできませんでしたが，い
ろいろな話を聞いていくうちに，自問以外の場所で
も，一つ上をいった仕事ができるようになりました。

（後略）」「（前略）自問は人間として成長することが
出来る良い機会である。たった15分だが毎日続ける
ことにより着実に力は身に付く。これから新入生が
自問を始めるだろうが，先ず，自問とはどんな目的
でどのように行うのかしっかりと理解してもらった
うえで，活動を始めるべきだと考える。（後略）」

「（前略）自問をやっていなかったら僕は受験勉強を
おろそかにして志望学校を受験することすらできな
かったのかもしれない。昔の僕は意志力がそうとう
なかった。（後略）」「私は，自問をしてきて初めて，
他人のことを考えて行動する，ということが，でき
るようになりました。（後略）」
3 ）自問清掃の実践
　松本市立Ｃ中学校は自問教育を教育の基盤，柱と
している。同校「グランドデザイン」の図によると，
自問教育が教育目標の土台に位置付けられ，①自問
清掃実施，②自問ノートの記入，③自己変容の充足
感・満足感，④道徳や集会活動との連携，⑤自己の
行為の見直しと実践への動機づけ，⑥自問集会とさ
れている。また，自問教育を通して学校教育目標の

「学ぶ心」「思いやる心」「鍛える心」を磨き，自立
する生徒に到達する形となっている44）。

　当日は清掃が始まる前に学校を訪れ，清掃担当の
教員に聞き取り調査を行った。
　チャイムと共に生徒たちは大教室に全員が集合し
て床に座り，無言で担当の先生の話を聴いていた。
その後，黙ってしばらくうつむき，自分と向き合う
黙想（自問）を行ない，各自ばらばらに立ち上がり，
教室，廊下，職員室など，各自の清掃場所に向かっ
ていた。清掃担当の教師によると，「自問」の結果
意志の確認ができた生徒から清掃に取り掛かる，と
のことであった。15分間，各々の場所で清掃に取り
組んでいた（写真 3 ）。

　清掃終了後は各教室に戻り，自問ノートの記入を
行っていた。清掃担当教師から実際の生徒の自問
ノート「あゆみ」を見せて頂くと， 1 日半ページが
設けられ，上半分はその日の学習について，下半分
が自問活動について記入する形式になっていた。生
徒は清掃前に担当の先生から聞いた話について，自
分なりに考えたことを率直に綴っていた。それに対
し，担任教師が毎日欠かさず赤字でコメントを返し
ていた。
⑸　福岡市立Ｅ中学校の学校清掃
1）Ｄ中学校清掃担当，生活指導教師への聞き取り
調査

　福岡市教育委員会の教育方針は「あいさつ・掃除，
自学，立志」である。
　清掃担当教師，生活指導担当教師によると，E 中
学校は，生活指導が困難な地域に立地し，かつて荒
れた学校だったが，平成19年の人事異動をきっかけ
に実践を始めるようになった。まず，命の大切さを
教えるために，学校内に手作りの庭を造った。花壇
を綺麗にするために始業前に教師が清掃を行ってい
たところ，自然とクラブ活動で朝練習に来た部員た
ちが教師の活動に加わって一緒に取り組むようにな
り，清掃が広がった。現在でも，中庭は女子バレー
部，池は男子ハンドボール部，中庭花壇は美術部が
清掃を行っている。
　Ｅ中学校は教育の 3 本柱を「もりもり・もくも

写真 3　自問が終了し立ち上がる生徒
（黒板前には既に清掃を始めている生徒がいる）
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く・ぼちぼち」としており， 3 本柱の 1 つ「もくも
く」が無言清掃である。生徒会オリエンテーション
において生徒たちが生徒会の取り組みとして動画を
使って清掃の説明を行っている。生徒たちは小中連
携により，小学校から無言清掃の取り組みを行って
いるが，言葉だけではわかりにくいところもあるの
で，さらに教師が実際に実践しながら示している。
　Ｅ中学校の毎日は教師の朝清掃からスタートし，
綺麗な環境で生徒たちを迎え入れている。教師の

「モデリング」がとても重要であり，教師の姿が生
徒の姿に反映される，教師は最大の教育環境である。
　清掃の取り組みを始めてから，生徒指導面での困
難が軽減，地域住民との関係がよくなり，生徒たち
は学習面，クラブ活動により積極的に取り組むよう
になった，とのことであった。
2 ）Ｄ中学校における無言清掃の実践
　清掃担当教師によると，普段の清掃は，始業前の
8 時38分から48分までの10分間で実践する。始めの
会は，各自黙想，目標を代表生徒が言い，廊下に並
んで，「お願いします」と声を合わせて挨拶をする。
その後各自無言で膝をつき，廊下，教室の床などを
雑巾がけする。ほこりがたまりそうなところも生徒
たちが気付いて清掃を行い，普段からカバン棚の整
理や清掃なども行う。自分たちで使っているところ
だからと男子は素手で便器の掃除を行う。クラスご
とに掃除場所を決めている。
　チャイムが鳴ったらグループごとに反省会を行う。
目標と反省，振り返り，評価が発表される。発表を聴
いていたものは大きく拍手する，とのことであった。
　訪問当日は前述のように緊急事態宣言時で生徒は
登校していなかったが，教師が学校清掃を実践して
いた。清掃前の職員室の打ち合わせでは，教師が大
きな声で発言を行っていた。その後玄関や中庭，学
校の周辺など各自の担当場所に散らばり，大変熱心
に無心に清掃を行っていた。職員室前の熱帯魚の水
槽から校庭の隅，学校周りの道に至るまで，ごみは
もとより草一本もなく，大変綺麗で清掃が行き届い
ていることが一目でわかるほどであった。

4 ．考察
　児童生徒による清掃の実践を視察した 4 校の清掃
活動の様態は多様であり，一律に「無言清掃」と
括って論ずることが難しいことが分かった。Ａ，Ｂ
小学校の無言清掃は，地域で伝統的に，日常の「当
たり前のこと」として行われていた。今回の清掃活
動の調査を依頼した際，対象校の教師には調査の目
的が何か理解できなかった，とのことであった。 2
校の実践方法は縦割り班編成で班長を決めて班長会
を行うことなど類似点もあったが，ローテーション

の期間や評価の方法など異なる点が多く，清掃担当
になった教師がその都度の学校の状況に応じて工夫
して実践を継続していることがうかがえた。Ｄ中学
校では「自問教育」といった理念に基づいて清掃が
実践されていた。強制するのではなく，生徒が自身
の意志により清掃活動を始めるまで待つ，清掃は目
的ではなく教育の手段という立場をとっていた。Ｅ
中学校では「モデリング」を重視し，教師自らが積
極的に清掃にかかわる姿を生徒に見せることで，生
徒の実践を促していた。
　Ａ小学校校長は自身が中学生の1970年代半ばころ
から無言で清掃しており，竹内隆夫の実践は1974年，
自問教育の会が始まったのはその翌年であるので，
竹内が考案した自問教育が宇和島市の小・中学校に
影響を及ぼしたとは考えにくい。Ｅ中学校も自問教
育とは関連がなく，各学校は独自に無言の清掃活動
を発展させてきたと言える。1974年に学校保健文部
大臣賞，翌年健康優良校日本一に選ばれた山口県徳
山市（現周南市）立徳山小学校では，健康教育の目
標の 1 つを「掃除に打ち込む」とし，「掃除中は沈
黙を守り，一言も話してはならない」との規則を設
けていた45）46）。この取り組みも時期が重なるが，
1970年代半ばになぜ，どのような経緯で無言清掃が
全国に広がったのかは不明である。
　「無言」に関しては，Ａ，Ｂ小学校では厳しく

「無言」を強いるのではなく，必要があるときは声
を出してもよいと指導していた。清掃を徹底して効
率的に行い学校を綺麗にすることを目的とし「無言
清掃」であることを意識していなかった。Ｄ中学校
の自問清掃では，話しかけることは相手に迷惑にな
る行為であり，「相手を思いやる心」が生じた結果，
自然と「無言」になるとのことであった。
　「労働の強制」といった観点では，小学校では，
相互評価により賞を出すことにより清掃へのモチ
ベーションを保ち，楽しく活動できる工夫を行って
いた。また，Ｄ中学校では「自問教育」という理念
を用い，E 中学校では教師が「モデリング」を行っ
ていた。両校とも労働（清掃）を「強制」せず自発
的に行う工夫が見られた。
　学校清掃の教育効果に関しては，Ａ，Ｂ小学校で
は特に検証を行っていなかったが，積極的に清掃に
取り組むことで学校や教室が美しく保たれ，帰属意
識が向上するとともに，児童の活気や学級経営にも
つながっていることがうかがわれた。Ｄ中学校の自
己評価には，自問清掃を通して様々な力が身に付い
たことが示されていた。また，E 中学校では生徒指
導，生活指導面で大きな効果が得られたとのことで
あった。ただし，今回は実践者からの聞き取りなど
から教育効果を推察したが，今後は客観的な方法を
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用いて無言清掃の教育効果を測る必要がある。
　前述のように，無言清掃は，「無言を強制して働
かせる管理教育」という批判が多いが，今回の学校
ではいずれもそれに該当するような様子は見られな
かった。Ｄ中学校では生徒が普段使わない職員室を
清掃する様子が見られたが，生徒の「意志力」によ
る実践となれば，それも強制ではないことが推察さ
れる。また，集中して実践するために大変綺麗にな
るが，清掃時間は15分以内であるので，「コミュニ
ケーション」を阻害するまでのものではないと考え
られる。ただ，批判されているように，清掃は「心
を磨く」といった言葉は，前述の戦時体制下の教育
を彷彿とさせる。日本の学校清掃は仏教との関連も
考えられるが，学校清掃の目的を「心磨き」として
精神性と結びつけることは適切ではなく，正に管理
教育につながるものであろう。
　今回の 5 校の調査から得られた清掃活動の課題は，
いずれの学校においても教師の負担増である。新入
生や教師への説明，計画や管理，班長会の運営など，
清掃担当教師の負担が大変大きいことが推察された。
また，そのほかの教職員も毎日の清掃や反省会の指
導を行う必要がある。Ｄ中学校ではクラス全員の生
徒に対する反省ノートへの毎日の赤ペンによる返事
や，毎日ではないものの自問清掃を始める前の生徒
への話を準備しなければならない。Ｅ中学校の教師
は始業前に自らが清掃を行っていた。Ｃ中学校教頭

（自問教育の会事務局長）は，指導者不足から，地
域での取り組みが減少している，と話していた。働
き方改革の影響も考えられる。一定の教育効果を得
るためには，それに見合った準備や運営が必要であ
り，大きな課題であろう。

5 ．まとめと今後の課題
　近年管理教育との批判が強まる無言清掃の現状と
課題を明らかにするために，小・中学校 5 校への訪
問調査を行った。その結果，全国の多くの小・中学
校が無言清掃を実施しているが，一括りに「無言清
掃」として論ずることのできない多様な実践がある
ことがわかった。今回の調査では，歴史的に継続し
て実施している例，「自問教育」という一定の理念
に従って実践する例，学校の「荒れ」の解決のため
取り組んだ例が明らかとなった。いずれも児童生徒
の自主性を重んじており，管理教育との批判にはあ
たらなかった。しかし，学校をあげて熱心に取り組
まれており，教師の負担が大きいことが明らかと
なった。
　今後は，「無言清掃」の実態をさらに明らかにす
るとともに，1970年代半ばに無言清掃が全国に広
まった経緯についても究明したい。
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